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災害対応過程のモデル化(何を・いつ） 
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３つの研究課題 
• 失見当期をできるだけ短くする 

– 情報処理・情報共有のあり方 
 

• 災害対応オペレーションを効果的に実施できる 
– 防災基本計画に基づく応急対策の質の向上 
– 復興過程の理論化 

 
• 災害対応マネジメントを効果的に実施できる 

– 災害対応の標準化 
– 研修・訓練プログラムの充実 
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ICSの適用場面 
Types of 

events（種類） 

Nature of events（性質） 
Planned 
計画 

Forecasted 
予知 

No-notice 
突発 

Events 
イベント 

Incidents 
インシデ
ント 

Natural 
hazards  
自然災害 

Techno-
logical 
hazards 
産業災害 
Human-
caused 
hazards 
テロ 

http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/3/31/Ivan_Sat_Img_Sept_7_2004.jpg
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どのような原因でおきる危機にも対応できる 

 
一元的な危機対応体制を作る 
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September 11,  
2001 
New York City,  
NY 

課題： 
まったく予想外の 
災害が起きた 
 
予想するのは無理 
 
発生抑止も無理 
 
起きたことに対して，
どれだけ迅速，かつ
的確な対応が可能か 
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WTC災害緊急調査の教訓 

• 米国・英国・EU諸国では「どのような危機に
対しても効果的な危機対応できる計画」を持
つ一元的な危機対応システムを採用 

• Incident Command Systemを採用 
• 2001年9月11日の同時テロはその有効性を証
明した 

• システムの有効性を高めるため各国は鋭意見
直しを進めている 

• 先進諸国の中でわが国だけがICSを採用してい
ない 
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ICSとはどのような仕組みなのか 
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米国の森林火災現場での 
危機対応の問題点 

 あまりにも多くの人の報告が、 

  一人の管理者に集中している。 

 緊急時対処組織の構造が多様である。 

 信頼できる災害情報が得られない。 

 通信手段が不十分で互換性に欠ける。 

 さまざまな機関の間で計画を 

  連携させる構造がない。 

 権限の境界がはっきりしていない。 

 様々な機関の間で、使用している用語に違いがある。 

 災害対応における目標が不明確で、具体性に欠ける。 

 
The Mine Fire, San Diego County, California burned through the wildland urban interface in 2003. (USFWS   
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Incident Command System（ICS） 
• FIRESCOPE（Firefighting Resources of California 
Organized for Potential Emergencies）から1970年代にう
まれる 

• 臨時の混成チームでの対応を効果的に推進するための方法 
• 関係するすべての組織が標準的な危機対応システムを共有する 
• 危機対応を５つの機能の集合体としてとらえる 
• 1980年代には全米の森林火災関係者の間で利用される組織運
営システムとなる 

• 1990年代にはさまざまな種類の災害場面やイベント場面でも
利用される危機対応に関する標準的な組織運営システムになる 

• 2004年に制定されたNIMS（National Incident Management 
System)で、すべての組織が採用する運営方式として米国の危
機管理の基本として位置づけられる 
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応援職員 

 
 

全社的な動員 

 
 

危機対応部局 
危
機
対
応 

専
門
家 

上
職
者 

多
分
野
・素
人 

小規模事案 

大規模事案 

 
危機対応 
部局 

小規模事案のノウハウを 
大規模事案にも適用する 
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４種類の「じんざい」 

•人財 ・・・ 1～2/10 

•人材  

•人在 

•人罪 ・・・ 1～2/10 
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初動期の効果的な対応を可能にする 
対応 
能力 

時間経過 

・何をすべきか 
・どのような状況か 
・どのように協働するか 

・何をすべきか分からない 
・情報がない 
・誰がいるのか分からない 

2/10 8/10 
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ISO/JISQ 22320:  
社会セキュリティ －危機管理－ 危機対応に関する要求事項 

Emergency Management - Requirements for incident response 
 

1. 組織内指揮統制: 
– 単一組織内の指揮調整、組織構造及び手順，意思決定支援，ト

レーサビリティ，情報管理，及び相互運用性 

2. 活動情報処理 
– タイムリーに、的を得た、正確な情報を生み出す 
– そのための作業プロセス，データ収集及び管理のありかた 

3. 組織間協力連携 
– 部門間及び関係組織間の協力連携だけでなく指揮調整のプロセス 

 
• 国際レベル，国家レベル，地域レベル又は地方レベルで危機対応に関

与するあらゆる組織（民間，公的，政府系又は非営利）に適用 
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指揮統制 
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18 

 
 
 
 
 
実行部隊 
指揮調整者の指令 
にもとづいて 
現場対応を行う 

 
 
 
 
 
 
幕僚部隊 
指揮調整を補佐して 
スタッフ業務を行う 

指揮調整者                 スタッフの補佐を受けて 
現場対応にあたる実行部隊の 

指揮調整を行う 
 
 
 

情報作戦 

PLANNING 

事案処理 

OPERATIONS 

資源管理 
LOGISTICS 

財務管理 

FINANCE 

指揮調整 
COMMAND 

情報作戦 

PLANNING 

情報作戦 
PLANNING 

事案処理 

OPERATIONS 

事案処理 
OPERATIONS 

資源管理 
LOGISTICS 

資源管理 
LOGISTICS 

財務管理 

FINANCE 

庶務財務 
FINANCE/ 
ADMIN 

指揮調整 
COMMAND 

指揮調整 
COMMAND 

危機対応に必要な５つの機能 
「ICS（Incident Command System）」 



2015.06.10 
 

だれもが指揮調整者の自覚でふるまう 

指揮調整

COMMAND
指揮調整

COMMAND

指揮調整

COMMAND

情報収集 報告 

方針 対応実施 

事案処理

OPERATIONS

事案処理

OPERATIONS

事案処理

OPERATIONS

情報作戦 
PLANNING 

情報作戦 
PLANNING 

参謀機能 
STAFF 

事案処理

OPERATIONS

事案処理

OPERATIONS

事案処理

OPERATIONS

情報作戦 
PLANNING 

情報作戦 
PLANNING 

参謀機能 
STAFF 
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実行部隊 実行部隊 

指揮官 

実行部隊 

幕僚 

スタッフ 

ラ
イ
ン 

合理的な危機対応の基礎にある組織の考え方 
-ポスト・ナポレオン型の軍事組織モデル- 

１） 指揮官の命令を受けて、作戦を実行する（戦術判断） 
２） 命令に合わない事態が出現した場合には、現場判断が優先する 

1) 組織内部に対しては 
  指揮官に対してだけ責任を負う 
２）組織外部に対しては 
  指揮官と並んで責任を負う 
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情報作戦

PLANNING

情報作戦

PLANNING

事案処理

OPERATIONS

事案処理

OPERATIONS
資源管理
LOGISTICS
資源管理
LOGISTICS

財務管理

FINANCE

財務管理

FINANCE

指揮調整
COMMAND
指揮調整
COMMAND

情報作戦

PLANNING

情報作戦

PLANNING

事案処理

OPERATIONS

事案処理

OPERATIONS
資源管理
LOGISTICS

資源管理

LOGISTICS

財務管理

FINANCE

庶務財務
FINANCE/

ADMIN

指揮調整
COMMAND
指揮調整
COMMAND

情報作戦

PLANNING

情報作戦

PLANNING

事案処理

OPERATIONS

事案処理

OPERATIONS
資源管理
LOGISTICS
資源管理
LOGISTICS

財務管理

FINANCE

財務管理

FINANCE

指揮調整
COMMAND
指揮調整
COMMAND

情報作戦

PLANNING

情報作戦

PLANNING

事案処理

OPERATIONS

事案処理

OPERATIONS
資源管理
LOGISTICS

資源管理

LOGISTICS

財務管理

FINANCE

庶務財務
FINANCE/

ADMIN

指揮調整
COMMAND
指揮調整
COMMAND

指揮調整者

広報担当

安全担当

連絡調整担当

事案処理
部門

情報作戦
部門

資源管理
部門

庶務財務
部門

資源配置

状況分析

文書管理

撤収管理

役務供給班
人事

契約
通信

救護

食料

業務支援班

資器材

空間

車両

補償

経費

技術専門家

ひとりで兼務 

LO 

ICP 

DOC 

EOC レベル３： 
全庁対応 

レベル２： 
部局対応 

レベル１： 
現場対応 

《戦略決定》：総合調整 
 活動方針・資源配分 

《戦術決定》：調整・段取り 
 与えられた資源での目的達成法 

《課題解決》：工夫 
 任務遂行・攻め口 

大規模組織の危機対応体制 
連携・調整 
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危機対応に必要な本部業務の体系を整備 
指揮調整者 

広報担当 
安全担当 

連絡調整担当 

事案処理 

部門 
情報作戦 
部門 

資源管理 
部門 

庶務財務 
部門 

集結拠点 

部局班 地区班 

係 

チーム 

資源配置 

状況分析 

文書管理 

撤収管理 

役務供給班 
人事 

契約 
通信 

救護 

食料 

業務支援班 

資器材 

空間 

車両 

補償 

経費 

技術専門家 

班 
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日本型危機対応組織の基本形 

本部会議

実行
隊長

実行
部隊

幕僚
部隊

渉外
担当

幕僚長

実行部
隊代表

情報
作戦

資源
管理

庶務
財務

渉外
責任者

広報
労働安
全管理

他機関
代表

指揮者

マス
メディア

部局本部 対策本部

実行
責任者
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活動情報処理 
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評価 

配信 
および 
統合 

& フィードバック 

収集処理 
および 
操作 

収集 

計画策定 
および 
指示 

分析 
および 
作成 

 

活動 
目的 

活動情報処理の６ステップ 
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状況認識の統一 
（Common Operational Picture） 

Common Operational Picture 
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状況認識の統一に向けた情報処理 

• 定期的な記者会見・広報の実施 
• それにあわせて組織の内外を取り巻く状況を
総合的に把握する 

• やるべき２つのこと 
– 組織を取り巻く外的状況の把握 
           （状況分析班） 
– 組織内各部局の被害・対応状況の把握 
           （資源配置班） 

• とりまとめ報の作成 
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29 

情報収集 情報処理 情報分析 

組織内各部局の 
被害・対応状況 

の把握 

組織を取り巻く 
外的状況の把握 

資源管理 
担当 

庶務財政 
担当 

状況認識の 
統一 
（COP) 

当面の 
対応計画 
（IAP) 

各部局の 
連絡担当 

マス 
メディア 

情報 
センター 

関係機関 
連絡担当 

災害情報 
システム 

資源配置班 

状況分析班 

情報作戦主任 

指揮調整者 

安全担当 

計画実行 

関係機関 
への根回し 

広報 

対応 
従事者 

実行責任者 

渉外担当者 

広報担当者 

偵察 

計画立案 計画実行 

対策本部での情報処理 

計画承認 

安全面 
考慮 
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対応計画の策定と共有 
 

ICS FORM 201（概括説明） 

状況認識 

組織編成 

資源配置 

活動方針 
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担当者が交代しても業務継続可能なしかけ 
 
 

ICS214日誌（Unit Log)記入の義務化 
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※各地域ごとの災害対 
応の進捗が一目見て 
わかるように工夫さ 
れている。 
 
 縦軸：地域 
 横軸：災害対応項目 

 米国ニューオーリンズ市の災害対策本部資料の内容分析 
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協力連携 



2015.06.10 
 

情報作戦

PLANNING

情報作戦

PLANNING

事案処理

OPERATIONS

事案処理

OPERATIONS
資源管理
LOGISTICS
資源管理
LOGISTICS

財務管理

FINANCE

財務管理

FINANCE

指揮調整
COMMAND
指揮調整
COMMAND

情報作戦

PLANNING

情報作戦

PLANNING

事案処理

OPERATIONS

事案処理

OPERATIONS
資源管理
LOGISTICS

資源管理

LOGISTICS

財務管理

FINANCE

庶務財務
FINANCE/

ADMIN

指揮調整
COMMAND
指揮調整
COMMAND

情報作戦

PLANNING

情報作戦

PLANNING

事案処理

OPERATIONS

事案処理

OPERATIONS
資源管理
LOGISTICS
資源管理
LOGISTICS

財務管理

FINANCE

財務管理

FINANCE

指揮調整
COMMAND
指揮調整
COMMAND

情報作戦

PLANNING

情報作戦

PLANNING

事案処理

OPERATIONS

事案処理

OPERATIONS
資源管理
LOGISTICS

資源管理

LOGISTICS

財務管理

FINANCE

庶務財務
FINANCE/

ADMIN

指揮調整
COMMAND
指揮調整
COMMAND

指揮調整者

広報担当

安全担当

連絡調整担当

事案処理
部門

情報作戦
部門

資源管理
部門

庶務財務
部門

資源配置

状況分析

文書管理

撤収管理

役務供給班
人事

契約
通信

救護

食料

業務支援班

資器材

空間

車両

補償

経費

技術専門家

ひとりで兼務 

LO 

ICP 

DOC 

EOC レベル３： 
全庁対応 

レベル２： 
部局対応 

レベル１： 
現場対応 

《戦略決定》：総合調整 
 活動方針・資源配分 

《戦術決定》：調整・段取り 
 与えられた資源での目的達成法 

《課題解決》：工夫 
 任務遂行・攻め口 

大規模組織の危機対応体制 
連携・調整 
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責任担当期間 

チームA 

チームB 

IAPの策定 

IAPの策定 

引き継ぎ期間 引き継ぎ期間 引き継ぎ期間 

30分程度 

30分程度 

チームAの責任担当期間 
（8〜12時間） 

チームBの責任担当期間 
（8〜12時間） 

チームAの責任担当期間 
（8〜12時間） 
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責任者による 
目標設定 

第1回 
本部会議 

災対本部開設 

緊急対応 
状況評価 

通報・覚知 

危機発生 

初
動
対
応 

対応計
画 

の準備 

対応計
画 
承認 

戦略方針
決定会議 

実施計画
調整会議 

災対本部
会議 

新活動サイ
クル開始 

計画実行 
進捗評価 

現場の 
対応案 
入手 

災害対策本部の 
活動サイクル 
（Planning P） 

・８〜12時間の活動サイクルで危機対応 
   - 要員の交代・計画の立案 
・状況認識の統一 
・現場での対応を効果的にするための支援 
・関係機関との間の協力・連携のための調整 
・広報対応 

広報 
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